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平成24年成人式

平成 24年消防出初式



平成 24年消防出初式
住民の生命・財産を守る
　2012 年新たな決意で始動
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１
月
８
日
（
日
）、
大
崎
町
研
修
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
平
成
24
年
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
の
７
分
団
か
ら
、
団
員

２
０
０
名
が
参
加
し
、
規
律
訓
練
と
操
法
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

操
法
訓
練
で
は
、
小
隊
動
力
ポ
ン
プ
の
部
、

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
が
行
わ
れ
、
訓
練
の
成

果
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
東
町
長
を
先
頭
に
上
町
、

三
文
字
商
店
街
を
経
由
し
、
役
場
ま
で
市
中

パ
レ
ー
ド
を
行
い
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

市
中
パ
レ
ー
ド
終
点
の
役
場
駐
車
場
で
は
、

放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、
合
図
と
と
も
に
役
場

庁
舎
へ
一
斉
に
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
場
所

を
移
し
、
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
殉
職
者
に
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
、
町

長
に
よ
る
出
初
式
講
評
、
表
彰
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
評
で
は
、「
日
頃
の
鍛
練
の
成
果
を
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
、
心
強
い
。
昨
年
の
火
災
出

場
件
数
は
17
件
で
、
う
ち
建
物
火
災
が
５
件

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
延
焼
を
食
い
止
め

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と

え
に
皆
様
の
迅
速
な
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ

り
感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。
今
後
も
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
新
た
な
決
意
で
ご

支
援
く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
伝
達
で
は
、
消
防
業
務
に
貢
献
、
尽

力
さ
れ
た
各
団
員
へ
の
表
彰
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
功
績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。　

　

最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
万
歳
三
唱
を
行

い
今
年
一
年
の
地
域
の
安
心
・
安
全
を
願
い

ま
し
た
。

建物火災の早期発見に大変有効な住宅用火災
警報器を取り付けましょう。

つけましたか？

住宅用火災警報器
もう
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１
月
5
日 

（
木
）、
大
崎
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
平

成
24
年
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
対
象
者
は
、
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
１
６
４
人
で
、
そ
の
う
ち

１
３
７
人
が
、
ス
ー
ツ
や
振
り
袖
姿
な
ど
で
参
加
し
、
大

人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
前
は
、
再
会
を
喜
ぶ
姿
や
記
念
写
真
を
撮

り
合
う
新
成
人
が
集
い
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
高
校
生
ク
ラ
ブ
に
よ
る
太
鼓
演

奏
や
出
身
中
学
校
の
在
校
生
徒
か
ら
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
時
代
の
な
つ
か
し
い
写

真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
歓

声
が
上
が
り
、
お
互
い
の
成
長
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
東
町
長
な
ど
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
贈
り
、

新
成
人
を
代
表
し
て
相
星
直
人
さ
ん
と
竹
元
志
穂
さ
ん
が

『
こ
れ
か
ら
は
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
ま

す
。』
と
誓
い
の
言
葉
を
力
強
く
語
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

徳
永
拓
也
さ
ん
が
「
私
た
ち
が
成
人
の
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
周
囲
の
皆
様
方
の
お
陰
で
す
。」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
大
き
く
飛
躍
し
よ
う
と
し
て
い
る
新
成
人
の

皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

164 名が仲間入り
決意を込めて大人への第一歩

新
成
人
の
皆
様
へ

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害

が
残
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
に
年
金
を

支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の
『
万

が
一
』
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制

度
で
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

■
義
務
と
権
利

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。

■
加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
な
ど
の
第
１
号
被
保

険
者
と
な
る
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
役
場
で
直
接
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
の
方
や
、
収
入
が
少
な
い
た
め

に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
出
来
な

い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る
『
学
生
納
付

特
例
制
度
』、
30
歳
未
満
の
方
を
対
象

と
し
た
『
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
』
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
屋
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１
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すみれ総合サ
ロン着付け教
室の皆様に毎
年ボランティ
アで協力いた
だ い て おり、
今年で26年目
を迎えました。

新成人の着くずれを直す『着くずれ 110番』

すみれ総合サロン着付け教室の皆様
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２ サンタさんに大喜び！

３ グラウンドゴルフで世代間交流！
　12月 26日（月）、大崎町研修センターグラウンド

でシルバー人材センター会員と大崎保育園児童との交

流会が実施されました。

　シルバー人材センターが世代間交流を目的に開催し

たもので、シルバー会員と子どもたちは、グラウンド

ゴルフを通じて交流を深めました。

　参加した園児たちは、会員と和気あいあいの雰囲気

のなか、仲良くゲームを楽しみ、グラウンドには、大

きな笑い声がひびき渡りとてもにぎやかな一日となり

ました。

１ ブルーに照らされたクリスマスイブ！

　12月 24 日（土）、クリスマスイブの夜、町内

にサンタが現れました。

　サンタに扮したのは大崎町青年団員。『クリスマ

ス大作戦』と名付けられたこの企画は、同青年団

が「子どもたちに夢を」と行ったもので、保護者

から預かったプレゼントを各家庭に届けました。

　突然現れたサンタに子どもたちは、大興奮で「あ

りがとう」と目を輝かせていました。

写真をスキャニングしてください。

　12月24日（土）、あすぱる大崎において『駅長

祭りブルーライトクリスマス』が行われました。

　会場は、ブルーのイルミネーションで飾られ、幻

想的な光がクリスマスイブの夜を照らしました。

　本館南側に設置された特設ステージでは、菱田出

身の鎌田竜一さんのライブが行われ、透き通る歌声

に来場者は酔いしれました。

フ ュニ ーォ スト

１

１３

平成 23 年度　広報おおさき　2月号

２



写 るみ 大真 崎で

５
12月31日（土）、くにの松原キャンプ場で年越しキャ

ンプが行われました。

　県内外から参加した約70名は、ゆったりとしたキャ

ンプを楽しみました。

　場内では、杵を使った餅つき体験や石臼で粉を挽いて

作るそばうち体験が行われ、参加者は年越しキャンプを

笑顔で楽しんでいました。

　くにの松原キャンプ場は、通年開設しており、春夏だ

けでなく、秋冬のオフシーズンもオススメです。

　１月15日（日）、大崎町総合体育館において第11

回ソフトバレーボール大会が開催されました。

　大会には、町内外より39チーム、212名の選手が

参加しました。

　選手たちは、チーム同士で声をかけ合い、懸命に

ボールを追いかけながら、相手コートに返しました。

　決勝戦に近づくと日頃より練習を重ねているため

か、好プレーも随所にみられ会場をわかせていました。

　試合結果は、次のとおりです。　

４ 第 11回ソフトバレーボール大会！

６ 食生活改善推進員養成講座修了式！
　12月 12日（月）、保健センターにおいて、大崎町

食生活改善推進員養成講座修了式が開催されました。

　今回、養成講座を修了した20名（うち男性２名）は、

今後『大崎町食生活改善推進員』として『共に育とう』

をモットーに、地域の健康づくりの案内役としてのご活躍

が期待されます。

４

４

４

６

５

男子 女子

優勝 IKD（鹿屋市） Goody's Lady プラス
（大崎町）

２位 ZON３（鹿屋市） つばさ（鹿屋市）

３位 鹿屋コスモス（鹿屋市）キュート B（東串良）
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▲感謝状を教育長に手渡す神崎めぐみさん

ノースウェスト高校から

11月17日（木）、本町の青少年・一般海外研修

派遣事業の企画・運営を行っているノースアメリカ

ンニッポンエデュケーショナルサービスの神崎めぐ

みさんが来町されました。

　曽於市末吉町出身の神崎さんは、日本からの留学

生を受け入れるプログラムの作成や通訳、外国書籍

の翻訳などの業務を行う会社を経営されています。

また、本町が毎年、青少年事業でアメリカに派遣す

る研修生の受け入れ先でもあります。

　これまでの日本人留学生派遣の実績が認められ、

研修先のノースウェスト高校から本町に対し贈呈さ

れた感謝状を届けていただきました。。

　神崎さんは、「今後も充実したプログラムを提供

していきたい」と話されました。

都市部との交流で
　豊かな自然をＰＲ！

本町浜田集落の濵松賀年さんが農業委員農林水産大

臣賞を受賞されました。

濵松さんは、昭和62年から平成23年７月まで、８

期24年の長期にわたり農業委員として農業委員会の

業務の推進に努められ、町民の信頼はもとより、地域

農業者や同僚委員からも厚い信頼を集め、２期６年間

会長職務代理、さらに２期６年間農業委員会会長に就

き、地域農業の振興に多大な貢献をされました。

濵松さんは、「これまで続けてこれたのも、地域の皆

様のおかげです。」と話されました。

▲ 町内３か所で開催された研修会には、70 名が
参加しました。

感謝状！

濵松賀年さん
　農業委員農林水産大臣賞を受賞

１月21日（土）大崎ものづくり会館において、農

業体験・農家民泊受け入れ研修会が開催されました。

これは、年々広がる民泊型旅行生を大隅半島に誘

致し、都市部との交流を通し、豊かな自然をＰＲす

るとともに自分たちの生活の良さを再発見しようと

㈱アウトドアネットワークが開催したものです。

講師には、まち歩きの達人と呼ばれる東川隆太郎

さんを迎え、『グリーンツーリズムって何』と題した

講話が行われました。

東川さんは、「人をもてなすことは大切なこと。普

段のままで受け入れることで家族のような交流がは

じまる。民泊型旅行生の受け入れを通じて、息の長

い大崎ファンを作りましょう」と話されました。

8平成 23 年度　広報おおさき　2月号



▲ このベンチに座ると待ち時間も忘れさせてくれそ
うですね。

▲園児は、道路の渡る時の注意を受けながら
手をつないで横断歩道を渡りました。

子どもたちの安全を守る！
　佐川急便が交通安全教室

津波対策検討委員会！
　ハザードマップ完成に向けて

▲ ハザードマップ完成に向けて様々な意見が
　出される津波対策検討委員会

可愛いバス停！？
　　鹿児島珍百景！

　１月24日（月）、役場会議室において第４回大崎

町津波対策検討委員会が開催されました。

　検討委員会には、井村隆介委員長（鹿児島大学大

学院准教授）他22名の委員が出席しました。

　今回は、災害発生時に住民などが迅速・的確に避

難を行うためのハザードマップ作成に係る協議が行

われました。

　委員からは、非常持ち出し品の一覧の追加や、避

難所や国道を見やすく表示してほしいなど様々な意

見が出されました。

　ハザードマップは、これまでの委員や地域の意見

を集約し、完成させる予定です。

　２月２日（木）、大崎幼稚園で交通安全教室が開催

されました。

　主催したのは運送業を営む佐川急便で、子どもた

ちに交通事故から身を守る知識を伝え、同時に社員

に対する安全意識高揚を図ることを目的に、年１回開

催しているものです。

　交通安全教室では、普段運送に携わるドライバー

がキャラクターといっしょに、クイズを交えてわかり

やすく交通ルールを解説しました。

　同社ドライバーの小屋博行さんは、「子どもたちは、

注意力が低く、思いがけない行動に出ることがある。

この活動により、少しでも子どもの交通事故が減って

くれることを願っています。」と話されました。

　１月６日（金）、ＫＫＢの『ぷらナビ＋』という番組

の取材班が本町を訪れました。鹿児島県内にある『珍』

な景色を求めてまちを歩こうという企画で、本町に珍百

景があるとか。

　「菱田にあるバス停のベンチが変わっている」と紹介

したのは、まち歩きの達人と呼ばれる東川隆太郎さん。

先日、本町を訪れ散歩していた際、菱田にあるベンチに

驚いたそうです。そこには、公園などにある動物の遊具

が置かれていました。

　東川さんによると「ベンチが置いてあるバス停はよく

あるが、遊具がおいてあるのは、菱田だけではないか」

とのこと。ベンチには、「ご自由にお座りください」と

心あたたまるメッセージが書かれていました。
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大崎町の介護保険事業の報告

介護保険事業の実績についての報告（利用者の１割負担を除いた大崎町の支払い分）　

第1号被保険者（６５歳以上の人） ４，６８７人 平成２３年１１月末日
現在要介護（支援）認定者 　　　８９５人

給
付
実
績

在宅介護サービス費 ３７，３２７，７３４円

平成２３年１０月の
給付実績

施設介護サービス費  ４８，６９３，３４８円
その他（介護予防サービス費も含む）  ２７，８５６，４２６円
介護サービス費　　　　　　　　合計 １１３，８７７，５０８円

認知症対応型共同生活介護とは

費用のめやす

④〈包括的・継続的ケアマネジメント〉多方面から支援します。

◆認知症対応型共同生活介護（グループホーム）について

◆地域包括支援センターをご利用ください。

ケアマネジャーへの支援 住みやすい地域づくり

介護介護 問
みんなで支える介護保険　No110

保健福祉課　介護保険係　☎ 476-1111（136）

　認知症の高齢者が少人数で共同生活をしながら、家庭的な

環境と地域住民との交流の下、グループホームの中で能力に

応じ自立した生活が営めるよう支援するサービスです。

　みなさんの心身の状態にあわせた適切

なサービスが提供されるよう、地域のケ

アマネジャーへ支援や助言を行います。

自己負担分（１割） サービス費用

要支援 2～要介護５ ８３１円～９００円 　８，３１０円～９，０００円

認知症対応型共同生活介護　費用のめやす　（1日につき）

※居住費・食費は自己負担になります。要支援１の方は利用できません。

　みなさんにとって暮らしやすい地域にするために、

介護・福祉・保健・医療などのさまざまな関係機関と

連携を行い、地域ぐるみで支えます。

※連絡先　地域包括支援センター（保健センター内）　☎ 471-7828

ケアマネジャーが円滑

に仕事をできるよう

支援・指導します。

関係機関のネット

ワークづくりに力

を入れています。

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン
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◆高額な外来診療を受ける方へ

区　　　　分 診　療　年　月 一般被保険者分 退職被保険者分 全被保険者分

一人当たり
医　療　費

平成 23年９月 29,391 円 22,567 円 28,968 円

平成 22年９月 28,544 円 21,090 円 28,156 円

大崎町の医療費

ホットライン

区　　　　分 診　療　年　月
国民健康保険

一　　般　　分 退　職　者　分 合　　　　　計

被保険者数
平成 23年９月 4,725 人 312 人 5,037 人

平成 22年９月 4,872 人 267 人 5,139 人

医療費総額
平成 23年９月 138,871,418 円 7,041,007 円 145,912,425 円

平成 22年９月 139,064,393 円 5,631,152 円 144,695,545 円

　平成２４年４月１日からは、『限度額適用認定証』の提示により、一医療機関の窓口での支払いは
自己負担限度額までとなります。

『限度額適用認定証』の申請方法

◎保険証と認印（世帯主）を持って、国保の窓口で申請してください。

区　　分 限　度　額 ４回目以降の限度額

上位所得者 150,000 円　 83,400 円　

一　　　般 80,100 円　 44,400 円　

住民税非課税世帯 35,400 円　 24,600 円　

７０歳未満の人の場合

区　　分 外来（個人単位） 外来＋入院の限度額（世帯単位）

低所得者Ⅱ
（住民税非課税世帯）

8,000 円　 24,600 円　

低所得者Ⅰ
（住民税非課税世帯）

8,000 円　 15,000 円　

７０歳以上の人の場合

７０歳以上の人の場合、低所得Ⅰ・Ⅱの人だけ、限度額適用認定証を交付します。

自己負担限度額（月額）

～ご不明な点がありましたら役場国民健康保険係までお問い合わせください～

国保国保 問
国民健康保険係からのお知らせ

保健福祉課　国民健康保険係　☎ 476-1111（135）

平成 23 年度　広報おおさき　2月号11



認知症の特徴を正しく理解することで、認知症の方への接し方が見えてきます。以下の特徴を参考に
して柔軟な対応に心がけましょう。

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

◆認知症シリーズ④【認知症の特徴は？】

●新しいことはすぐに忘れるけど、昔のことはよく覚えている
最近のできごとはすぐ忘れてしまうが、子ども時代のできごとなどは細かいことまでよく覚えています。

●自分にとって不利なことを隠そうとしてしまう
事実であっても自分にとって不利だと思うことは、嘘をついたり、いい逃れをしてしまうことがあります。

●正常な状態と認知症の症状が混在
認知症の初期は、正常な部分と認知症による異常な部分が混在して現れます。運転中などに現れると事

故の原因に。
※ ご家族が免許証の停止や取り消しを行うことができます。また、75歳以上の方は免許証更新時に認知機
能検査が義務づけられています。

●失敗や混乱を知られないようにその場を取り繕ってしまう
自分の失敗や混乱を隠そうとして、言い訳をするなど、その場を取り繕ってしまうことがあります。

●不快感や恐怖心など悪い感情を伴ったできごとはよく覚えている
不快な感情や恐怖心などの悪い感情は比較的長い間残り、人に対する好き嫌いも激しくなります。

●家族など、身近な人に対して症状が強く出る傾向がある
たまに会う人など緊張を伴う相手には症状が出にくいが、身近な人には症状が強く出ることがあります。　

住民年金係からのお知らせ
住民環境課　住民年金係　☎ 476-1111（122）問

◆人権擁護委員に北村厚義氏が再任
現在、人権擁護委員として地域に貢献していただいております北村厚義氏の任期が、平成２３年１２月
３１日で任期満了となりましたが、引き続き、人権擁護委員として再任されました。
北村氏は、これまでも人権啓発はもちろん、相談者のために誠心誠意ご尽力くださいました。

■人権擁護委員とは
人権擁護委員は、人権思想の普及・高揚に努め、皆様の基本的人権が守られるように
人権相談や学校、街頭での啓発活動をボランティアで行います。
■人権相談（特設人権相談）
町内でも年４回程度、特設人権相談を行っています。家庭の問題、相続や登記の問題、
差別やいじめ等の相談をお受けしています。
　お困りの方は、お気軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は堅く守られます。
■人権相談（常設人権相談）
鹿児島地方法務局鹿屋支局では、休日を除く月曜から金曜まで常設人権相談を開設し
ています。常設人権相談連絡先　鹿児島地方法務局鹿屋支局　☎ 0994-43-6790

北  村  厚  義
（仮宿上）

保健保健

住民住民

問
健康増進係からのお知らせ

保健福祉課　健康増進係　☎ 476-1111（131）
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ホットライン

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？国民年金保険料の納付には、

便利で安心、確実な口座振替をおすすめします。

◆国民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです。

第 1号被保険者（自営業者、学生など）・任意加入被保険者が定額保険料に付加保険料（月額４００円）
をプラスして納付すると、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。

☆付加年金の年額受給額は、２００円×付加保険料納付月数です。
・例えば、付加保険料を１０年間納付した場合
付加分の保険料⇒ 400 円× 10 年（120 月）＝ 48,000 円

　　付加分の年金額⇒ 200 円× 10 年（120 月）＝ 24,000 円（年額）
※  48,000 円の付加保険料納付額で、毎年 24,000 円の付加年金が老齢基礎年金に上乗せして受け取れ、
大変お得です。
付加保険料の納付の申出は、お住まいの市町村役場国民年金窓口です。

＜留意事項＞
◎付加保険料の納付は、申し込んだ月分からとなります。
◎国民年金基金に加入中の方は、付加保険料を納付できません。
◎納付期限（対象月の翌月末）を経過しての付加保険料は納付できません。

【お問合せ先】　鹿屋年金事務所　　　　 ☎ 0994-42-5121
　　　　　　大崎町役場　住民年金係 ☎ 099-476-1111（内線 123）

＊ 口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届印をご持参のうえ、ご希望の

金融機関または最寄の年金事務所へお申し出ください。

①保険料が自動的に引き落とされます。
（振り込み忘れや金融機関へ出向く必要がなくなります）
②当月分の保険料を当月末に引き落とすことにより月々５０円割引される
早割制度があります。

③一年分を前納若しくは、6か月分を前納すると、　現金納付よりさらに割引額が
多くなります。

　一年分前納の割引額　3,770 円
６か月分前納の割引額　1,020 円
（ただし、申し込みは 2月末日までとなっております。）

口座振替をご利用の場合

口座振替の申込方法

◆付加保険料の申し出をするとおトクです

年金年金 住民年金係からのお知らせ
住民環境課　住民年金係　☎ 476-1111（123）問
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総務総務

農政農政

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

農業振興センターからのお知らせ
農業振興センター　☎ 476-1111（畜産係 165 林務水産係 164）問

財政係からのお知らせ
総務課　財政係　☎ 476-1111（281）問

◆平成２４年１月分　子牛セリ市成績表（町内分）【畜産係】

最高価格（　血　統　） 平均価格 前月比

雌 １，０４２，０００円（金幸福×平茂勝×神高福） ３８６，２５０円 ＋５，１５６円

去勢 ６６７，０００円（隆之国×勝忠平×安福久） ４４５，５６４円 －１３円

全体 ※ 価格はセリ価格（消費税抜き）です。 ４１７，７４３円 ＋２，７９６円

２月の子牛セリ市は、２月２２日（水）から２月２５日（土）までの４日間です。

　森林の所有者届出制度が平成２４年４月からスタートします。
　昨年４月の森林法改正により、今年４月以降、森林の土地の所有者となった方は、市町村長への事後
届出が義務付けられました。

■届出対象者
　個人・法人を問わず、売買や相続等により森林の土地を新たに取得された方は、面積に関わらず届出
をしなければなりません。
■届出期間
　土地の所有者となった日から９０日以内に、取得した土地のある市町村の長に届出をしてください。

お問合せ先 大崎町役場　　　農林振興課　林務水産係　　☎ 099-476-1111（内線 164）
 大隅地域振興局　林務水産課　林務担当　　　☎ 0994-52-2161

◆森林の土地の所有者届出制度について【林務水産係】

◆ふるさと納税へのご協力ありがとうございます。

平成２３年度の大崎町ふるさと応援基金（ふるさと納税）について、『広報おおさき
平成２３年１１月号』で紹介した後に、寄附いただいた方々を紹介します。
　今後とも、『ふるさと大崎』を応援下さるようよろしくお願いいたします。

■大崎町へ直接
千葉県　　春田　嘉文　　様
千葉県　　春田　ユミエ　様
奈良県　　松田　睦男　　様
兵庫県　　井林　良幸　　様

■県を通じて
大阪府　　馬場　祥一　様
大阪府　　久保　　悟　様
大阪府　　抜崎　正明　様
愛知県　　東　　省吾　様

大阪府　　賀陽　亮一　　様
大阪府　　羽子田　政利　様
京都府　　中村　イツ子　様
関東地区　匿　　名

下記のとおり、平成２３年度大崎町畜産振興大会の開催を予定しております。講演会やお楽しみ抽選会
などを企画しておりますので、皆様のご来場をお待ちしております。

【日時】平成２４年３月５日（月）13：30～　【場所】 大崎町中央公民館 ２階 大ホール

（順不同） （順不同）

◆平成２３年度大崎町畜産振興大会の開催について【畜産係】
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ホットライン

教育教育

ＮＯ.３

おおらか さわやか きわやかな人を育む大崎の教育　　　　
教育委員会　☎ 476-1111（403）問

◆大崎町子ども会大会について

◆第５９回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会

趣　旨：町内の児童・生徒が一堂に集い、異年齢集団での交流活動を通

　　   して子ども会の活性化を図り、心豊かな子どもを育成する。

期　日：２月 18日（土）[ 青少年育成の日 ] 

時　間：８：３０～

場　所：大崎町総合体育館

内　容：アトラクション

　　　創作活動（竹笛づくり・凧づくり）

　　　スポーツ活動（長なわとび）

対象者：子ども会会員・町内の児童生徒及び保護者

期　日：２月 25日（土）～ 29日（水）

○大崎町通過予定日

　第４日目　２月 28日（火）

　 　大崎中継所（しろやまビル白鶴前）を１３：２７頃

に通過する予定です。あたたかいご声援をよろしくお

願いいたします。

▲ゴム鉄砲作り風景

▲昨年度の様子

幼少時代の思い出の風景がある。夏の朝に食卓を囲む家族の風景。布団に潜り込んで母が語る昔話に聞

き入る風景。中でも昔話の思い出は特に懐かしい。今日はどんな話かわくわくし、何度も聞いた話であれ、

先を知っている物語であれ耳を傾け、父母のぬくもりを感じながらいつのまにか寝入ってしまう繰り返し

であった。『因幡の白ウサギ』『桃太郎』……昔話に込められた勧善懲悪の世界、因果応報の人生、偉人へ

のあこがれ、歴史やまだ見ぬ世界への興味などを知らず知らずに教え育ててくれていた。それは父母の価

値観、人生観を語ることであり、歴史観を伝える営みでもあった。

いつの頃からか親子の隔たりや家族の崩壊を思わせる変化が起きている。人が生を受けてから独立する

までの父母との共なる人生は短い。幼少期は「三つ子の魂百まで」と言われ、感性を育てる貴重な期間と

も言われる。幼子に添い寝しながら昔話を語るという簡単な営みで多くのことが伝わるし、親世代と子世

代との感性の断絶を埋める営みでもあろうし、親として子への教えの初めでもあるのではないだろうか。

親元を離れての生活で、親心が胸に染みた和歌がある。「いとほしみかなしむ餘
あま

り捨てし子の聲
こえ

立ち聞き

し夜半もありけり」。これは幕末動乱の頃、遠く福岡から鹿児島を訪
と

うた折に「我が胸のもゆる思ひにくら

ぶれば煙は薄しさくらじまやま」と詠んだ平野國臣の歌である。家族を顧みずに国事に奔走した人ではあっ

たが、一方、心ならず分かれた妻子への情と慟
どうこく

哭の心が偲ばれ、心に残っている。

大崎第一中学校長　南田武法
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医療医療

企画企画

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

商工観光係からのお知らせ
企画調整課　商工観光係　☎ 476-1111（221）問

本町では平成 23年度において、会議用机２８台、会議用椅子６０脚、台車２台を購入しました。

これは、宝くじの助成金で整備したもので、地域社会の健全な発展を図る目的でコミュニティ活動に

直接必要な設備を整備するものです。

本町の広域交流活性化センターあすぱる大崎に設置してあり、今後の利活用が見込まれます。

◆コミュニティ助成事業について

県庁地域医療整備課からのお知らせ
県庁地域医療整備課　☎ 099-286-2693問

財団法人メディポリス医学研究財団が、鹿児島県医師会、鹿児島大学、指宿市および鹿児島県との産
学官連携により整備を進めてきた九州初の『がん粒子線治療研究センター』が完成し、既に２００例を
超える治療が行われています。
　先進医療である粒子線治療はさまざまなメリットがあり、大きな期待が寄せられています。
　ただし、粒子線治療が適応しない場合もあるため、治療を検討されている方や患者の主治医の方など
は、同センターに事前に問い合わせる必要があります。

◆メディポリス指宿で粒子線がん治療が行われています。

粒子線治療のメリット

・痛みを伴わず、副作用
　が少ない。
・仕事を続けながら通院
　での治療が可能

■ 粒子線治療にかかる費用は、公的医療保険の
対象外のため、全額自己負担であり高額（約
288万円）です。
■ 県では、当センターで治療を受ける患者さんま
たはそのご家族などが、銀行などから治療費の
借入を行った場合の利子の一部を助成する制
度を創設しました。

【 対 象 者 】患者本人（県民の方）または家族など
【対象借入金】借入金のうち粒子線治療相当分
　　　　　　　限度額2,883千円
【利子補給率】６％以内
【利子補給期間】５年以内
【 そ の 他 】所得制限などあり

銀行などへの借入申し込み後、県に申請し、審査
を受けることになります。

利子補給事業の開始

・高齢者など手術ができ
ない方も可能
・日常生活への速やかな
復帰が可能

治療症例実績（平成24年１月24日現在）

■前立腺 100　■頭頚部 10　■肺 42

■膵臓６　　　■肝臓 26　　■腎臓２

■その他 15　　　　　　合計２０１件

▲会議用机 ▲会議用椅子
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企画企画

ホットライン

企画政策係からのお知らせ
企画調整課　企画政策係　☎ 476-1111（222）問

　大隅総合開発期成会では、『さんふらわあ』志布志・大阪航路の利用促進を図るため、さんふらわあ

を往復利用するツアーに対し旅行代金の半額を助成します。

　夕方に志布志港を出港し、目覚めれば大阪に到着する『さんふらわあ』では、ゆっくりくつろぎの旅

が満喫できます。

　リゾートホテルのような豪華な雰囲気のフェリーさんふらわあで思い出づくりをしてみませんか。

◆さんふらわあを利用するツアーを助成します。

日　　程 時　　間 スケジュール 食　　事

３/23（金） 17:55     　さんふらわあ 志布志港出港 【船内泊】 夕：船内　各自

３/24（土）

8:00

9:00

16:30

17:55

　大阪南港到着

　送迎バスにてUSJ 到着

　送迎バスにて大阪南港へ

　大阪南港出港　　【船内泊】 

朝：船内　各自

昼：USJ　 各自

夕：船内　各自

３/25（日） 9:40 　志布志港到着　解散 朝：船内　各自

※詳しくは、下記までお問い合わせください。
　【お申し込み・お問合わせ先】 桜観光　☎ 0994-43-1111

助成対象ツアー

大人 9,900 円（中学生以上）　子ども 8,400 円（５歳～小学校６年生）※４歳以下は無料
※半額助成後の金額です。
※ どちらもUSJ のスタジオ・パス（入園料とすべてのアトラクションが体験できるパス）付き。
　（旅行代金の半額を期成会が負担するため、格安となっています。）

早い者勝ち！がんばれさんふらわあ応援プラン　
【さんふらわあで行くユニバーサル・スタジオ・ジャパン】

旅　行　日　程

平成２４年３月２３日（金）～平成２４年３月２５日（日）２泊３日

旅　行　代　金

定　　　　　員

１２０名
　※定員になり次第締め切ります。

スケジュール

平成 23 年度　広報おおさき　2月号17



な
が
ら
の
手
作
り
に
こ
だ
わ

り
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
大
切

に
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
製
品
は
、
無

添
加
で
防
腐
剤
を
一
切
使
用

し
て
い
ま
せ
ん
。
健
康
や
環

境
に
も
配
慮
し
安
心
・
安
全

も
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

主
力
製
品
の
刻
み
高
菜
は
、

自
社
で
生
産
さ
れ
た
原
菜
を

使
用
し
、
味
付
け
は
、
塩
味

を
ベ
ー
ス
に
素
材
本
来
の
味

を
生
か
し
、
お
に
ぎ
り
、
寿

司
ネ
タ
、
ピ
ラ
フ
な
ど
に
最

適
で
す
。

ま
た
、
朝
鮮
漬
は
、
塩
味

を
ベ
ー
ス
に
、
に
ん
に
く
、

会 社 概 要

ア
ミ
ノ
酸
な
ど
で
味
付
け
し
、

素
材
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
引
き

出
し
た
浅
漬
で
す
。
ほ
の
か

に
香
る
に
ん
に
く
風
味
が
特

徴
で
す
。

浅
漬
は
、
一
夜
漬
と
も
呼

ば
れ
る
よ
う
に
、
仕
込
み
作

業
後
、
翌
日
に
出
荷
さ
れ
ま

す
。主

な
販
売
先
と
な
る
鹿
児

島
、
宮
崎
の
ス
ー
パ
ー
や
商

店
に
は
、
毎
日
ト
ラ
ッ
ク
で

配
達
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
県

内
の
大
手
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
ー
に
も
毎
日
配
達
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

小
松
さ
ん
か
ら
、「
昔
な
が

ら
の
手
作
り
製
法
に
こ
だ
わ

り
、
素
材
本
来
の
持
つ
味
を

引
き
出
し
た
浅
漬
を
販
売
し

て
い
き
ま
す
。
浅
漬
の
こ
と

な
ら
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
浅

漬
は
、
水
分
が
減
る
と
凝
縮

さ
れ
生
野
菜
と
同
じ
量
で
も

多
く
の
食
物
繊
維
を
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
サ

ラ
ダ
感
覚
で
食
卓
に
取
り
入

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。」
と
Ｐ

Ｒ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
食
品
で
は
、
四
季
折
々

の
旬
の
野
菜
を
活
か
す
浅
漬

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
食
卓
へ
一
品
添
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

昔
な
が
ら
の
手
作
り
に
こ
だ
わ
り
、
素
材
本
来
の

お
い
し
さ
を
食
卓
へ
届
け
ま
す

突撃
有限会社小松食品

本
町
永
吉
で
浅
漬
の
製
造

卸
業
を
営
む
有
限
会
社
小
松

食
品
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

た
く
あ
ん
漬
の
製
造
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
小
松
食
品
は
、

現
在
２
代
目
の
小
松
民
夫
さ

ん
の
も
と
、
高
菜
漬
、
朝
鮮

漬
な
ど
を
中
心
に
多
様
な
浅

漬
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

原
料
と
な
る
野
菜
は
、
自

社
農
園
で
育
て
た
も
の
や
市

場
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ
た
も

の
で
、
新
鮮
な
野
菜
を
素
早

く
加
工
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
お
い
し
い
浅
漬
作
り
に
取

て
組
ん
で
い
ま
す
。

り
組
んた

、
加
工
場
で
は
、
昔

ま
た

事業内容
　○浅漬製造卸業　
設　　立　平成６年
代  表  者　代表取締役　小松民夫
従業員数　22名
所  在  地　大崎町永吉７９６２番地１　

▲代表取締役の小松民夫さん

▲にんにく風味が特徴の朝鮮漬

圃場写真

▼　 加工場では韓国キムチのパック▲▼▲
詰め作業が行われていました。

　　 味付けには、韓国産唐辛子、函
館産イカの塩辛等使用して中辛
に仕上げています。
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『
戦
国
時
代
の
群
像

　

〜
第
五
話　

新に
い
ろ
し

納
氏
と
豊ぶ

し
ゅ
う州

島
津
氏
と
の
対
立
〜
』

『
戦
国
時
代
の
群
像

『
戦
国
時
代
の
群
像

〜
第
十
二
話　

島
津
氏
と
肝
付
氏
の
出
自
』

〜
第
十
二
話　

島
津
氏
と
肝
付
氏
の
出
自
』

㉗㉗

永永え
い
ろ
く

え

禄
３
年（
１
５
６
０
年
）３
月
、

肝肝
つ
き
か
ね
つ
ぐ

き
も
つ
き付
兼
続

付

が
日
向
の
伊い
と
う
よ
し
す
け

東
義
祐
と

共
同
し
て
飫
肥
の
島し
ま
づ
た
だ
ち
か

津
忠
親
を
攻

撃
し
た
。
島
津
本
家
と
肝
付
氏
の

戦
い
は
も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
た
。

そ
も
そ
も
島
津
本
家
と
肝
付
氏

が
友
好
関
係
を
保
つ
た
め
姻
戚
関

係
結
ん
だ
と
し
て
も
、
大
隅
半
島

で
の
覇
権
を
狙
う
肝
付
氏
と
、
日

向
・
大
隅
・
薩
摩
の
三
州
統
一
を

目
指
す
島
津
氏
が
、
い
ず
れ
決
着

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

当
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
。
ま
し
て

肝
付
氏
は
伊
東
氏
と
も
姻
戚
関
係

に
あ
っ
た
。
古
く
か
ら
反
目
の
立

場
に
あ
っ
た
伊
東
氏
が
島
津
氏
に

対
し
て
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
な

ど
到
底
期
待
で
き
る
は
ず
も
無
く
、

結
果
的
に
肝
付
氏
は
長
年
の
朋
友

で
あ
る
伊
東
氏
と
組
み
、
島
津
氏

に
対
抗
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
の
で

あ
る
。

南
九
州
の
覇
権
を
め
ぐ
る
島
津
氏

と
肝
付
氏
の
因
縁
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

こ
の
地
に
出
現
し
た
時
代
か
ら
定
め

ら
れ
た
宿
命
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。肝

付
氏
は
平
安
時
代
中
期
か
ら
末

期
ま
で
西
日
本
最
大
の
荘
園
と
言
わ

れ
て
い
る
島
し
ま
づ
の
し
ょ
う

津
荘
の
荘
官
（
荘
園
の

現
地
管
理
者
）
と
し
て
日
向
・
大
隅
・

薩
摩
の
三
州
に
勢
力
を
振
る
っ
て
い

た
。島

津
荘
と
は
、
万ま
ん
じ
ゅ寿
３
年

（
１
０
２
６
年
）
に
大
宰
府
の

『
大だ
い
げ
ん監
』と
い
う
高
位
の
官
人
で
あ
っ

た
平
た
い
ら
の
す
え
も
と

季
基
が
弟
良
宗
と
と
も
に
日

向
国
諸
県
郡
島
津
（
現
在
の
都
城

市
）
に
来
て
、
荒
野
を
開
拓
し
、
こ

れ
を
時
の
権
力
者
で
あ
っ
た
関
白

藤ふ
じ
わ
ら
の
よ
り
み
ち

原
頼
通
に
寄
進
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。
や
が
て
島
津
荘
は
大
隅
の
肝
付

氏
、
薩
摩
の
伊
作
氏
ら
の
所
領
の
寄

進
を
受
け
な
が
ら
次
第
に
拡
大
し
て

い
っ
た
。

肝
付
氏
は
も
と
も
と
『
伴ば
ん

』
と
い

う
姓
で
あ
っ
た
。
伴ば
ん
か
ね
ゆ
き

兼
行
は
安あ
ん
な和
元

年
（
９
６
８
年
）
に
大
宰
府
の
大
監

と
な
り
、
薩さ
つ
ま
の
じ
ょ
う

摩
掾
（
＝
国
司
）
を

兼
ね
て
、
翌
年
薩
摩
国
に
下
向
し

た
。
鹿
児
島
郡
神
敷
村
（
鹿
児
島
市

伊
敷
）
に
館
を
構
え
た
と
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
そ
こ
は
『
伴は
ん
ぜ
お
や
か
た

掾
御
館
』
と

い
う
遺
跡
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

一
説
で
は
薩
摩
国
総そ
う
つ
い
ぶ
し

追
捕
使
と
い

う
、
軍
事
・
警
察
的
役
目
を
担
っ
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
長
ち
ょ
う
げ
ん元９
年

（
１
０
３
６
年
）
伴ば
ん
か
ね
さ
だ

兼
貞
の
時
に
大

隅
国
弁べ
ん
ざ
し

済
使
と
な
り
、
高
山
に
拠
点

を
移
し
、
肝
付
郡
を
領
し
た
。
弁
済

使
と
は
下げ

す司
と
も
呼
ば
れ
、
荘
園
の

管
理
事
務
を
行
う
役
目
で
あ
る
。
さ

ら
に
兼
貞
は
、
島
津
荘
を
開
拓
し
た

平
季
基
の
娘
と
結
婚
し
、
や
が
て
男

子
の
無
か
っ
た
季
基
の
跡
継
ぎ
と
し

て
島
津
荘
を
譲
り
受
け
た
。

こ
う
し
て
、
伴
氏
は
肝
付
郡
の
他

に
、
藤
原
摂
関
家
を
後
ろ
盾
と
し
た

三
州
に
わ
た
る
広
大
な
領
地
を
得
た

の
で
あ
る
。
兼
貞
の
長
男
兼か
ね
と
し俊
は
肝

付
姓
を
称
し
、肝
付
家
の
祖
と
な
り
、

肝
付
家
一
門
で
三
州
各
地
に
領
地
を

与
え
ら
れ
、
繁
栄
を
極
め
た
の
で
あ

る
。
詳
細
な
点
に
つ
い
て
他
に
諸
説

あ
る
が
、
肝
付
氏
の
出
自
は
こ
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
肝
付
氏
の
栄
華
は
平
氏

の
滅
亡
と
と
も
に
潰つ
い

え
て
し
ま
う
。

平
安
末
期
、
島
津
荘
の
領
主
は
藤
原

摂
関
家
か
ら
平
家
へ
と
移
っ
て
い

た
。
よ
っ
て
平
氏
の
所
領
で
あ
る
島

津
荘
は
鎌
倉
幕
府
に
没
収
さ
れ
、
か

ろ
う
じ
て
肝
付
氏
の
所
領
で
あ
る
肝

付
の
地
は
安
堵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

元げ
ん
り
ゃ
く暦
２
年
６
月
（
１
１
８
５
年
）

源み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
た

島
津
荘
の
領
主
は
藤
原
摂
関
家

筆ひ
っ
と
う
が
し
ら
頭
の
近こ
の
え衛
家
と
な
り
、
そ
の
下

司
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
鎌
倉
幕
府
の

有
力
御
家
人
で
あ
っ
た
惟こ
れ
む
ね
た
だ
ひ
さ

宗
忠
久
で

あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
忠
久
は
建
け
ん
き
ゅ
う久

８
年
（
１
１
９
７
年
）
に
大
隅
国
、

薩
摩
国
、
日
向
国
三
州
の
守
護
に
任

じ
ら
れ
、
こ
れ
以
降
、
惟
宗
忠
久
は

島
津
荘
の
地
名
か
ら
島
津
姓
を
称
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
肝
付
氏
と
島
津
氏
の

２
大
勢
力
は
南
九
州
に
生
ま
れ
た
の

で
あ
る
。

永
禄
４
年
（
１
５
６
１
年
）、
肝
付

兼
続
は
飫
肥
方
面
に
向
け
て
い
た
兵

を
大
隅
に
向
け
た
。
廻
城
（
霧
島
市

福
山
）
攻
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
島

津
忠
良
・
貴
久
ら
に
対
す
る
本
格
的

な
宣
戦
布
告
で
あ
っ
た
。

（
大
崎
町
教
育
委
員
会

内
村
憲
和
）
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肝
付
氏
出
現
ま
で
の
系
図
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みんな原石宝石になる世代 !!飛 20び 代出
せ

き
ば ど！ち っょっ

がんばる個人・グループを
紹介します

　青年団の団長をしています。青年団は、スポーツ、
太鼓、飲み会やボランティアなどをメインに活動して
います。
　たくさんの人との出会いがあり、たくさんの仲間が
できるとても楽しい団体です。
　興味のある方は、ぜひ遊びに来てください。

生年月日　　昭和６３年１月２４日

職　　場　　日本ハードウェアー株式会社

好きな歌手　Soundhorizon

持
もち

留
どめ

祐
ゆう

也
や

さん　24歳

エレクトーンステージ
前人未到の３連覇！『STORM』

20平成 23 年度　広報おおさき　2月号

ひ
と
た
び
演
奏
が
始
ま
る
と
、
4
人
の

気
持
ち
は
一
つ
と
な
り
、
彼
ら
の
奏
で
る

唯
一
無
二
の
音
楽
は
多
く
の
観
客
を
魅
了

し
、
前
人
未
到
の
3
連
覇
を
果
た
し
ま
し

た
。性

格
の
全
く
違
う
4
人
で
す
が
、
と
て

も
仲
良
し
で
い
つ
で
も
笑
い
声
が
絶
え
ず

周
囲
の
人
た
ち
を
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

「
素
晴
ら
し
い
仲
間
に
出
会
え
た
こ
と

に
感
謝
し
つ
つ
、
今
後
も
自
分
た
ち
の
音

楽
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。」
と
話
す

彼
ら
に
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

１
月
15
日（
日
）エ
レ
ク
ト
ー
ン
ス
テ
ー

ジ
・
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
･
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

九
州
大
会
が
福
岡
市
の
Z
e
p
p
福
岡
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
各
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き

た
強
豪
グ
ル
ー
プ
24
組
が
結
集
し
、「
今

年
こ
そ
は
･
･
･
。」
と
意
気
込
む
な

か
、
西
高
寿
紀
君
（
高
井
田
集
落
、
尚

志
館
高
校
1
年
）、
佐
藤
慶
法
君
（
志
布

志
高
校
1
年
）、
竹
元
篤
志
君
（
上
住
集

落
、
大
崎
中
3
年
）、
上
野
恵
大
君
（
新

地
集
落
、
大
崎
中
3
年
）
で
結
成
す
る

『
S
T
O
R
M
』
は
３
連
覇
の
重
圧
を
感

じ
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
し
た
。

▲前人未到の３連覇を果たした『STORM』

▲ ３連覇を喜ぶ４人。
写真左から、竹元君、西高君、上野君、佐藤君



ふるさとの風景を激写せよ !

～大丸小学校のセンダンの木～

No.32 福 永 浩 二保健福祉課　介護保険係

介護保険に関することを担当しています。

私の母校である大丸小学校には、校庭の真ん
中にセンダンの木という落葉樹が立っています。
子供のころ木陰で休んだり時には登ったりして遊
び、親しんだ木です。サッカーなどのスポーツを
する時には邪魔になることもありましたが、立っ
ていることが自然であった小学生時代を思い出す
とき、このセンダンの木も自然と記憶にあるよう
に思います。これからも変わらず、大きく育つ子
どもたちを見守ってほしいです。

▲国道２２０号沿い

平成 23 年度　広報おおさき　2月号21

る
り
知る 観る 食べる

ま ち ナ ビ

ぐ

国
道
2
2
0
号
沿
い
に
あ
る
グ

ル
メ
ハ
ウ
ス
食
彩
館
。

ラ
ー
メ
ン
を
中
心
に
、
お
弁
当
、

惣
菜
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ー
メ
ン
の
種
類
は
と
て
も
豊

富
で
、
と
ん
こ
つ
ス
ー
プ
を
ベ
ー

ス
に
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
店
の
こ
だ
わ
り
は
、
自
分
で

食
べ
た
い
と
思
う
ラ
ー
メ
ン
を
出

す
こ
と
。

お
薦
め
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
豚
骨

ス
ー
プ
を
こ
っ
て
り
濃
厚
に
仕
上

げ
た
『
と
ん
こ
て
ラ
ー
メ
ン
』
と

に
ん
に
く
た
っ
ぷ
り
の
『
バ
リ
に

ん
に
く
ラ
ー
メ
ン
』

■グルメハウス食彩館
営業時間：昼 10：00 ～ 14：30　夜 18：00 ～ 20：30
定休日：毎週木曜日の夜のみ　
場　所：大崎町神領 2430 番地 1（国道 220 号沿）　
☎０９９-４７７- ２４８８

▲店長一押し
　とんこてラーメン

ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
ト
は
、
各
種

ラ
ー
メ
ン
に
ご
飯
、
餃
子
、
か
ら

あ
げ
が
付
い
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点

で
す
。

店
主
の
久
徳
誠
さ
ん
は
、
元
々
、

三
文
字
地
区
で
居
酒
屋
を
経
営
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
平
成
８

年
に
お
店
を
移
し
、
グ
ル
メ
ハ
ウ

ス
食
彩
館
を
ス
タ
ー
ト
。
今
年
で

16
年
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

久
徳
さ
ん
は
、「
創
業
以
来
常
連

の
お
客
様
に
親
し
ま
れ
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
南
九
州
の
昔
な

が
ら
の
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
に
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

グルメハウス
　　　　食彩館

▲スペシャルセット
　各種ラーメンにご飯、餃子、
　からあげがセット　
　ボリューム満点です！



広
告

（キャンペーン期間：平成２４年１月４日から平成２４年５月３１日まで）

【お問い合わせ先】　そお鹿児島農業協同組合　本所０９９（４８２）６８０７　大崎支所０９９（４７６）２１１３

※以下のいずれかに該当すれば金利軽減の対象となります。
・エコカー対象車輌の購入　　・給与振込（予約含む）がある方　・公共料金の振替がある方（２件以上）
・共済契約が２件以上ある方　・ＪＡカード契約がある方（新規契約含む）
・農畜産物販売代金の振込がある方（５００千円以上）

【資金の内容】
・お使いみち　自動車・バイク購入（中古車含む）、点検・修理・車検等 ・対象者　安定した収入のある方
・ご融資限度額　５００万円以内 ・お借入期間　８年以内

（保証料別途）

く
ら
し
の
掲
示
板

募　集

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中

で
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学

で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

●
15
歳
以
上
の
方
な
ら
１
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

●
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
４

年
以
上
在
学
し
て
、
1
2
4
単
位
を

習
得
し
卒
業
す
る
と
、学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

●
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

方
は
、『
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

平
成
24
年
２
月
29
日
（
水
）
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
9
‐
２
３
９
‐
３
８
１
１

お知らせ

難
病
巡
回
相
談
会
（
後
縦
靭

帯
骨
化
症
）
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
症
状
や
療
養
生
活
に
苦
し
む
患

者
・
家
族
等
に
対
し
て
左
記
の
と
お
り

巡
回
相
談
会
を
実
施
い
た
い
ま
す
。

【
日
時
】

平
成
24
年
２
月
21
日
（
火
）

13
時
30
分
〜
16
時

【
場
所
】

お
お
す
み
弥
五
郎
伝
説
の
里

会
議
室

【
対
象
者
】

後
縦
靭
帯
骨
化
症
の
患
者
・
家
族
・

関
係
者

【
内
容
】

■
受
付

13
時
15
分
〜

■
講
話

13
時
30
分
〜
15
時

『
後
縦
靭
帯
骨
化
症
に
つ
い
て
』

■
講
師

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー

副
院
長

中
野
真
一
先
生

■
意
見
交
換
会

15
時
〜
16
時

助
言
者

中
野
真
一
先
生

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
9
‐
２
１
８
‐
３
１
３
３

志
布
志
保
健
所

☎
0
9
9
‐
４
７
２
‐
１
０
２
１

お知らせ

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー

県
民
健
康
講
座
の
お
知
ら
せ

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
民
健

康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

平
成
24
年
２
月
25
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
16
時

【
場
所
】

県
民
健
康
プ
ラ
ザ

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内

健
康
科
学
館

（
受
講
無
料
）

【
講
演
】
13
時
30
分
〜
15
時

①
『
脳
卒
中
予
防
と
最
新
治
療
法
』

講
師
：
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー

脳
神
経
科
外
科
部
長

大
吉
達
樹

②
『
今
か
ら
で
き
る
脳
卒
中
予
防
の
た

め
の
食
生
活
』

講
師
：
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー

栄
養
管
理
室

技
術
専
門
員

永
登
康
博

③
『
い
つ
も
の
生
活
に
ひ
と
工
夫
今
か

ら
で
き
る
脳
卒
中
予
防
の
た
め
の
運
動
』

講
師
：
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

健
康
運
動
指
導
士

上
野
由
花

【
お
知
ら
せ
】

講
演
終
了
後
に
、
血
圧
測
定
、
身
体

検
査
や
当
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
・
薬

剤
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
等
を

お
受
け
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室

☎
0
9
9
４
‐
４
２
‐
５
１
０
１

お詫び

広
報
お
お
さ
き
１
月
号

記
事
の
訂
正
と
お
詫
び

広
報
お
お
さ
き
１
月
号
18
ペ
ー
ジ
の

突
撃
会
社
訪
問
の
会
社
概
要
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

㈱
サ
ン
グ
リ
ー
ン
の
従
業
員
数
は

１
１
４
名
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

誤
【
10
名
】

正
【
１
１
４
名
】

注　意

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！
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志
布
志
警
察
署
か
ら
振
り
込
め
詐
欺

に
関
す
る
情
報
提
供
で
す
。

現
在
、
未
公
開
株
や
社
債
等
の
金
融

商
品
、
外
国
通
貨
、
水
資
源
や
鉱
山
採

掘
に
関
す
る
権
利
等
の
取
引
を
装
っ
て

現
金
を
だ
ま
し
取
る
振
り
込
め
詐
欺
の

類
似
詐
欺
被
害
が
激
増
し
て
い
ま
す
。

「
必
ず
儲
か
る
」「
高
値
で
買
い
取
る
」

と
い
っ
た
言
葉
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
金
を
振
り

込
む
前
に
必
ず
家
族
や
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

志
布
志
警
察
署

☎
0
9
9
‐
４
７
２
‐
０
１
１
０



広
告

気になる方は是非お電話を。お待ちしています！
※２４年２月から６月のいずれかの月に５万円以上の給与の入金を確認できた方が対象※

ＪＡそお鹿児島　本所　０９９（４８２）６８１２　　大崎支所　０９９（４７６）２１１３

キャンペーン期間　平成２４年２月１日（水）～平成２４年５月３１日（木）
期間中に新たに給与振込を指定していただいた方に

窓口ではちょきんぎょボールペンをプレゼント(数量限定）
クオカード（１，０００円相当）をプレゼント！！！

ＪＡバンク

お知らせ

自
動
車
の
移
転
登
録
・
抹
消

登
録
の
手
続
き
は
確
実
に
！

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納

め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

そ
の
た
め
、
自
動
車
を
下
取
り
に
出

し
た
り
使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
で

も
、
移
転
登
録
や
抹
消
登
録
が
済
ん
で

い
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
元
の
所
有

者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

お知らせ

個
人
住
民
税
の
扶
養
控
除
が

変
わ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の
扶

養
控
除
が
変
わ
り
ま
す
！

【
扶
養
控
除
と
は
】

個
人
住
民
税
に
お
い
て
、
納
税
者
に

扶
養
親
族
が
い
る
場
合
に
、
納
税
者
の

所
得
金
額
か
ら
一
定
の
所
得
控
除
を
行

う
も
の
で
す
。

【
見
直
し
の
内
容
】

・
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養

控
除
（
33
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

・
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
特
定
扶
養
親

族
に
係
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分

（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、
扶
養
控

除
額
が
33
万
円
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
崎
町
役
場

税
務
課

課
税
係

☎
0
9
9
‐
４
７
6
‐
１
１
１
１

は
、
早
め
に
必
要
な
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
つ
い
て
は

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

☎
0
5
0
‐
5
5
4
0
‐
2
0
8
9

・
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

☎
0
9
9
‐
2
6
1
‐
5
6
1
1

お知らせ

確
定
申
告
は
e
‐
T
a
x
で

お
早
め
に
！

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
の
準
備
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

【
申
告
と
納
税
の
期
限
】

■
所
得
税
・
贈
与
税

平
成
24
年
３
月
15
日
（
木
）
ま
で

■
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税

平
成
24
年
４
月
２
日
（
月
）
ま
で

【
e
‐
T
a
x
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
』
で
は
、
所

得
税
お
よ
び
消
費
税
の
確
定
申
告

書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。
e
‐

T
a
x
の
ご
利
用
で
最
高
４
千
円
の

税
額
控
除
も
。（
19
〜
22
年
分
に
適

用
を
受
け
て
い
な
い
人
）

○
平
成
23
年
分
の
所
得
税
な
ど
の
確
定

申
告
、
記
載
要
領
な
ど
の
相
談
は
、

各
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
会
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
設
期
間
】

２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
が
、

鹿
児
島
税
務
署
が
自
治
会
館
に
開
設

す
る
申
告
会
場
で
は
、
２
月
19
日
と

２
月
26
日
の
日
曜
日
に
限
り
開
設
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
隅
税
務
署

☎
0
9
9
‐
４
８
２
‐
０
０
０
７

お知らせ

志
布
志
湾
岸
フ
ォ
ト
コ
ン

入
賞
作
品
展
示
会
！

志
布
志
湾
岸
に
あ
る
５
市
町（
串
間
、

志
布
志
、
大
崎
、
東
串
良
、
肝
付
）
の

新
た
な
観
光
素
材
を
発
掘
し
よ
う
と
、

地
域
起
こ
し
グ
ル
ー
プ
、
青
年
会
議
所

が
連
携
し
て
実
施
し
た
『
湾
岸
フ
ォ
ト

コ
ン
』
の
入
賞
作
品
の
展
示
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

本
町
の
展
示
会
場
お
よ
び
期
間
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
場
所
】

あ
す
ぱ
る
大
崎

１
階
ロ
ビ
ー

【
期
間
】

平
成
24
年
３
月
４
日
（
日
）

〜
３
月
18
日
（
日
）
ま
で

７
時
〜
21
時

※
３
月
13
日
（
火
）
は
、
あ
す
ぱ
る
大

崎
が
定
休
日
の
た
め
、
観
覧
で
き
ま

せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

社
団
法
人

新
大
隅
青
年
会
議
所

☎
0
9
9
‐
４
７
３
‐
２
３
７
８

お知らせ

か
ご
し
ま
直
売
所
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

鹿
児
島
な
ら
で
は
の
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
一
環
と
し
て
、
直

売
所
の
役
割
、
地
域
内
の
都
市
農
村
交

流
施
設
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
、
県

内
の
直
売
所
の
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
て
検
討
す
る
『
か
ご
し
ま
直
売
所

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
開
催
日
時
】

平
成
24
年
２
月
28
日
（
火
）

13
時
30
分
〜
17
時
20
分

【
開
催
場
所
】

日
置
市
伊
集
院
文
化
会
館

【
申
し
込
み
先
】

か
ご
し
ま
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
議
会

☎
0
9
9
‐
2
4
8
‐
8
1
8
5

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
農
村
振
興
課

☎
0
9
9
‐
2
8
6
‐
3
1
0
8

湾岸写真王【夢中の相馬】

大崎町賞【しらすうなぎ漁】
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ヨウ素たっぷり海藻浄化レシピ………………………汲玉
未来を切り拓く！数学は『働く力』 …………高浜　正伸
蜩ノ記………………………………………………葉室　麟
花明かり…………………………………………山本　一力
働く女性のスタイルアップ・レッスン………政近　準子
謎解きはディナーのあとで　２………………東川　篤哉
幸せの種…………………………………………下　ヨシ子
ザ・ラストバンカー……………………………西川　善文
おれたちの青空…………………………………佐川　光晴
スティーブ・ジョブズ　１・２
………………………………ウォルター・アイザックソン
聯合艦隊司令長官山本五十六…………………半藤　一利
老年の流儀………………………………………三浦　朱門
『がんばらない』を生きる………………………鎌田　実
白銀ジャック……………………………………東野　圭吾
てのひらの父……………………………………大沼　紀子
采配………………………………………………落合　博満
竹下佳江　短所を武器とせよ…………………吉井　妙子
海薔薇…………………………………………小手鞠　るい
マスキングテープでつくるかわいい雑貨……………学研
本家ゴーマニズム宣言　２………………小林　よしのり
小澤征爾さんと、音楽について話をする……村上　春樹
負けない自分になるための３２のリーダーの習慣
………………………………………………………沢　穂希
楽老のすすめ………………………………………多湖　輝
あかりの湖畔……………………………………青山　七恵
幽霊注意報………………………………………赤川　次郎
相性………………………………………………三浦　友和
TPP 亡国論………………………………………中野　剛志
清盛の平家経営術………………………………童門　冬二
スウィート・ヒアアフター……………よしもと　ばなな
糀屋本店の塩麹レシピ…………………………浅利　妙峰
異国のおじさんを伴う……………………………森　絵都
市野さおりの足裏リフレクソロジー……………辰巳出版
変若水……………………………………………吉田　恭教
かわいそうだね？………………………………綿矢　りさ
きのうの家族……………………………………三日月　拓
子どもの脳を育む！よい習慣…………………久保田　競
城を噛ませた男……………………………………伊東　潤
すぐに編める！暖房いらずのあったかエコ小物
…………………………………………………寺西　恵里子
任侠病院……………………………………………今野　敏

ハンカチ刺繍……………………………………青木　和子
古い腕時計………………………………………蘇部　健一
用心棒血戦記………………………………………鳥羽　亮
ランチジャーで楽しむできたてお弁当……夏梅　美智子
水の柩……………………………………………道尾　秀介
貧困の僻地………………………………………曽野　綾子
スティーブ・ジョブズ神の遺言………………桑原　晃弥
真田三代　上・下………………………………火坂　雅志
感情の整理ができる女（ひと）は、うまくいく
…………………………………………………有川　真由美
上杉茂憲…………………………………………童門　冬二
私のカントリーｐｒｅｍｉｕｍ……………主婦と生活社
だれでもできる小さな盆栽の作り方・育て方
……………………………………………………山田　香織
かごしまのおかず……………………………………開港舎
小説平清盛………………………………………高橋　直樹
頭が冴え、疲れない体になる『この習慣』を続けなさい
……………………………………………………佐藤　富雄
子どものしかり方がわかる本…………………コモ編集部

ドラゴン学総覧…………… ドゥガルド・A・スティール
まめのかぞえうた……………………………西内　ミナミ
みのむしくん……………………………いちかわ　なつこ
またおいで………………………………もりやま　みやこ
へっちゃらかあさん……………………………岡井　美穂
奇跡の一本松…………………………………なかだ　えり
なみだどろぼう…………………キャロル・アン・ダフィ
チャレンジ　ミッケ！　８………ウォルター・ウィック
たこやきようちえん　たのしいえんそく
……………………………………………さいとう　しのぶ
ずかん　プランクトン…………………………清水　洋美
いえたら超スゴい！おもしろ早口ことば
………………………………………………ながた　みかこ
あやかしファンタジア……………………………斎藤　洋
へんしんかいじゅう……………………あきやま　ただし
ハッピーフィート　２…………………………河井　直子
ツチノコ温泉へようこそ………………………中山　聖子

銀婚式
篠田　節子

働くとは。結婚とは。幸
福とは。直木賞作家が描
き出す、激動する時代の
「家族 ｣の物語です。

ハグくまさん
ニコラス・オールドランド

だれかに会うと、いつも
だきしめてしまうハグく
まさん。ある日、オノを
もった人間の男がやって
きて・・・・・・。

【開館時間】
平日（火～金）は午前9:30～午後6:00
土・日曜・祝日は午前9:00～午後5:00
土・日曜・祝日も開館しています！
月曜日は休館です
　※ 月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日が
休みになります。

【お問い合せ先】
大崎町立図書館　大崎町仮宿1029番地
TEL：099-476-4251　FAX：099-476-4251

本の検索について
　さがしている本の所蔵について、町のホー
ムページより検索することができます。ホー
ムページの『図書検索』をクリックして、
『フリーワード検索』などの機能を使用して
蔵書検索ができます。便利な機能ですので、
どうぞご活用ください。
http://www.town.kagoshima-osaki.lg.jp/
library/index.html

●新刊のお知らせ●

★ふれあいおはなし会★
◎開催日時…毎月第３日曜日　10 時～

　平成 23年度『わくわく子ども読書キャンプ』に全国から
参加した 96人の小学生のおすすめ本を、推薦文つきで紹介
しています。みなさんも、ぜひ読んでみて下さい。
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人権啓発シリーズ㉔

あなたの当たり前が、誰かを傷つけているかも。
～インターネットによる人権侵害について考えるための『気付き』のヒント～
　○インターネットの情報は正しいはずだ。
　○ ネットの掲示板上でプライバシーを侵害されてる人は、その人に何　
らかの責任があるから仕方ない。

　○ネットの掲示板は、匿名で何でも自由に書き込める場所だ。
　○みんなもやっているから、少しくらいの悪口なら書き込んでもいい。

　インターネットを利用した生活の中では、いつ自分が被害者や加害者に
なるか分かりません。ただそれだけに、利用する私たちの人権意識やモラ
ルが求められているのです。

町のシンボルにイルミネーション！

　道の駅『くにの松原おおさき』に
設置されているカブトムシのモニュ
メントにイルミネーションが施され
ました。
　いまでは、大崎といえば、カブト
ムシといわれるほど、町を象徴する
存在となっています。
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この広報紙は再生紙を使用しています

●夜間の急患対応
　大隅広域夜間急病センター
　午後７時～翌日午前７時
　☎ 0994-45-4119

年中
無休

●町内の休日在宅医

町のカレンダー
The calendar of the town

豊かな自然が宝物　みんなで紡ぐ結いのまち

発行：大崎町役場／編集：企画調整課
〒８９９－７３０５　鹿児島県曽於郡大崎町仮宿１０２９番地
☎ 099-476-1111   FAX 099-476-3979

大崎町ホームページアドレス
http://www.town.kagoshima-osaki.lg.jp

町のカレンダー町のカレンダー

（注）下記日程は変更になることもあります。（注）下記日程は変更になることもあります。

【今月の納税】
住民税６期・後期高齢者医療保険料６期
介護保険料６期・国民健康保険税６期
【町営住宅空家情報】
２月１日現在空き家は２軒あります。
（ひばりケ丘１吹切１）
建設課管理係　☎ 476-1111（243）

人口と世帯数

■人　 口 １４，６４４人（　　０）
　　男 ７，０２９人（　－５）
　　女 ７，６１５人（　　５）
■世帯数 ６，９９０戸（　　１）

●出生　 １３人 ●転入 ２７人
●死亡 １４人 ●転出 ２６人

平成２４年１月末現在　対前月比

町政76周年

２月 19 日
■江藤医院 　　  　　　 ☎ 476-0126

２月 26 日
■■坂元内科クリニック　  ☎ 471-7055

３月４日
■草野クリニック　　　 ■草野クリニック ☎ 471-7533

３月 11 日
■牧瀬内科クリニック　  ■牧瀬内科クリニック ☎ 477-2121

３月 18 日
■坂元内科クリニック　  ☎ 471-7055

月 火 水 木 金 土 日

2/15
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●３歳児健診
　保 12:50～13:10（受付）
●本の宅配
　（町内 午前中）

16 17
●スリム会
　保 9:00～12:00

18
●町こども会大会
町体育館 8:30～

19
●大崎町男女共同参画
　推進大会
中公 9:30～
●町県民税申告受付

 9:00～15:00
●ふれあい おはなし会

 10:00～

20
●母子手帳交付
　役福 9:00～12:00
●農委定例総会
共 9:00～

21
●マスターズプロジェクト
　大 9:15～11:00
●おめでた妊婦教室
　保 10:00～12:00
●成牛せり市
大隅 9:30～

22
●障害者巡回相談
　保 10:15～12:00
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●はっする広場
　保 ９:30～11:30
●子牛せり市（25日まで）
大隅 9:30～

23
●いきいきクラブ
　老 10:00～11:30
●乳児及び産婦健診
　保 12:50～13:10（受付）

24
●教育委員会定例会
　教育長室 10:00～
●県下一周駅伝結団式
中公 9:00～

25
●県下一周駅伝大会
県下一円 29日まで

26
●分館長主催ＧＧ大会
持留農村広場 9:00～
●町県民税申告受付

 9:00～15:00

27 28
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●県下一周駅伝大会
　大崎通過

29
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●１歳６か月児健診
　保 12:50～13:10（受付）
●県一斉消毒の日

3/1
●農家相談

9:00～15:00
●本の宅配
　（町内 午前中）

2 3 4

5
●母子手帳交付
　役福 9:00～12:00
●大崎町畜産振興大会
中公 13:30～

6
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●にこにこ料理教室
　保 ９:00～12:00
●農業用廃プラスチック類回収
　農協野菜選果場
　９:00～15:00
●公立高等学校入学試験
　（～７日まで）

7
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●はっする広場
　保 ９:30～11:30

8
●つくしんぼ教室
　（親子教室）
　保 10:00～12:00

9 10 11
●照日神社春祭り
照日神社 ９:00～

12
●こころの集い
　保 13:00～15:00

13
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●育児相談・歯科相談
　保 13:30～15:00
●町立中学校卒業式

14
●障害者巡回相談
　保 10:15～12:00
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●はっする広場
　保 ９:30～11:30

15
●本の宅配
　（町内 午前中）

●教育相談
　毎週火曜日　9:00～16:00
　中央公民館
●心配ごと相談
　毎週水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

●行政相談
　毎月第4水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

●場所 あすぱる大崎
１階ロビー

●期間 平成24年２月15日（水）
～３月15日（木）

照日神社春祭り
●日　時　平成２４年３月１１日（日）
　　　　　９：００～
●場　所　照日神社
●内　容　剣道大会、各種演芸、神舞奉納

資源ゴミ回収
（第3木曜日地区）
絵本回収

にご協力下さい

資源ゴミ回収
（第2木曜日地区）
絵本回収

にご協力下さい

資源ゴミ回収
（第3木曜日地区）
絵本回収

にご協力下さい

資源ゴミ回収
（第4木曜日地区）
絵本回収

にご協力下さい

資源ゴミ回収
（第1木曜日地区）
絵本回収

にご協力下さい


